
立
命
館
経
済
挙
（
察
四
巻
・
第
五
号
）

一
二
〇
（
八
四
〇
）

滑
費
地
理
研
究
の
一
側
面
…
し
て
の
家
計
豫
算

淡

川
　
　
康

　
凡
そ
人
類
の
消
費
生
活
は
、
色
大
の
要
素
に
よ
っ
て
影
響
さ

れ
１
る
の
で
あ
る
が
、
其
の
気
侯
的
環
撞
が
、
人
類
消
費
の
分
量

及
ぴ
性
質
に
及
ぽ
す
作
用
も
、
決
し
て
之
を
軽
視
し
得
な
い
も

の
が
あ
る
。
か
く
見
来
れ
ぱ
、
人
類
の
経
済
生
活
は
、
自
然
経

済
的
性
格
を
帯
び
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ

て
、
家
計
予
算
と
云
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
経
済
計
算
と
云
う
表

現
こ
そ
、
最
も
適
当
な
も
の
と
為
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
小

稿
は
、
か
か
る
見
地
に
立
脚
し
て
、
ビ
ュ
ッ
ヘ
ル
（
肉
・
国
寄
ざ
『
）

著
「
国
民
経
済
成
立
起
源
論
」
第
二
集
申
の
一
論
稿
「
家
計
予

算
か
経
済
計
算
」
か
に
所
論
の
骨
子
を
仰
ぎ
、
平
素
読
書
せ
る

も
の
を
補
綴
し
て
、
莫
の
大
意
を
紹
介
し
、
消
費
地
理
研
究
の

一
資
料
に
供
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
頃
目
、
今
は
な
き
、
ブ
ラ
ン
ク
７
ル
ト
の
市
井
学
者
・
ゴ
ッ

ト
リ
ー
プ
・
シ
ュ
ナ
ツ
プ
ア
ル
ン
ト
（
ｏ
◎
暮
－
ｏ
す
ｏ
ｏ
ｏ
げ
目
印
ｏ
ｏ
ｏ
『

声
昌
津
）
の
講
演
及
ぴ
論
文
集
が
、
公
刊
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

其
の
書
籍
は
、
余
に
於
い
て
、
悲
し
ぎ
追
憶
を
喚
起
す
る
に
至

っ
た
。
曾
て
余
に
個
人
的
に
接
近
し
た
著
者
へ
の
記
憶
、
稀
に

見
る
忍
耐
を
以
っ
て
、
狭
く
隈
ら
れ
た
目
的
に
捧
げ
ら
れ
た
、

彼
の
学
間
上
の
畢
生
の
事
業
へ
の
遣
憶
、
永
久
に
私
の
意
識
に

沈
潜
す
る
為
の
、
独
得
の
努
力
と
経
験
へ
の
記
憶
、
是
等
の
遺

想
は
、
今
目
私
の
脳
裡
に
さ
ま
よ
い
つ
つ
あ
る
。
而
し
て
、
其

の
論
文
に
続
く
為
の
、
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
カ
ー
（
Ｒ
胃
－
＜
９

内
）
の
経
済
計
算
（
島
¢
婁
募
争
黒
誌
『
８
－
■
ｇ
構
ｇ
）
は
、

是
等
の
記
憶
を
再
生
せ
し
め
る
の
に
、
本
質
的
に
役
立
っ
た
の



で
あ
る
。
か
く
し
て
、
経
済
計
算
は
、
彼
等
の
記
憶
に
関
聯
し
、

叉
そ
の
記
憶
へ
の
、
云
わ
ぱ
緒
言
の
一
種
と
し
て
、
此
処
に
再

び
簡
単
に
再
現
せ
し
め
度
く
思
う
の
で
あ
る
。

　
曾
て
、
私
に
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ク
ブ
ル
ト
の
同
俊
で
あ
っ
た

処
の
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
・
ヱ
ル
ス
ナ
ー
（
－
■
｛
事
釘
◎
９
ｏ
ｏ
■
睾
）

が
、
彼
の
知
人
の
一
人
に
つ
い
て
、
話
し
て
か
ら
、
今
日
丁
度

三
十
年
経
過
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
人
は
、
私
を
個
人
的
に
知

り
た
い
、
而
し
て
、
彼
の
研
究
の
為
に
、
私
に
質
問
し
た
い
と

云
う
切
実
な
願
望
を
有
し
て
い
た
が
、
然
し
病
気
の
為
に
、
私

を
訪
問
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
私
は
進
ん
で
、

そ
の
同
僚
の
望
に
従
い
、
私
と
同
年
の
、
一
人
の
若
い
男
を
見

出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
勇
は
、
足
の
疾
に
よ
っ
て
、
数
年
間
、

室
へ
束
縛
は
さ
れ
な
い
か
、
然
し
彼
の
自
由
な
る
運
動
に
於
い

て
、
強
く
妨
げ
ら
れ
て
、
特
に
規
則
的
に
通
学
す
る
こ
と
が
、

妨
げ
ら
れ
て
了
っ
た
の
で
あ
る
。
ゴ
ッ
ト
リ
ー
プ
。
シ
ュ
ナ
ッ

パ
ー
（
ｏ
ｇ
婁
ｏ
げ
ｏ
ｏ
ｏ
｝
箏
９
ｂ
り
弩
）
は
、
私
的
研
究
に
よ
っ
て
、

文
学
及
び
語
学
に
於
い
て
、
著
し
ぎ
知
識
を
す
で
に
得
・
て
い

た
。
最
近
に
至
り
、
国
民
経
済
学
及
び
杜
会
主
義
の
古
典
的
な

　
　
　
消
費
地
理
研
究
の
一
側
面
と
し
て
の
家
計
予
算
（
淡
川
）

著
作
を
も
亦
、
熱
心
に
読
了
し
た
の
で
あ
る
。
或
る
温
泉
地
滞

在
を
機
会
と
し
て
、
彼
は
高
い
ク
ウ
ヌ
ス
地
方
（
弓
豊
目
易
）

に
於
げ
る
、
家
内
工
業
的
色
彩
の
強
い
諾
村
落
の
潜
行
せ
る
窮

状
を
識
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
初
め
に
は
、
彼
の
豊
富
な

余
暇
を
充
す
為
に
、
次
に
は
、
常
に
湧
き
っ
っ
あ
る
処
の
、
内

的
の
同
惜
か
ら
、
彼
女
、
彼
及
び
そ
の
裕
福
な
町
の
子
供
に
と

っ
て
は
、
極
め
て
物
珍
ら
し
い
、
簡
単
な
生
活
に
つ
い
て
の
記

録
を
作
り
初
め
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
農
民
無
産
者
の
生
活
の

是
等
の
微
細
画
に
一
の
科
学
的
の
性
格
を
、
叉
彼
の
調
査
に
、

一
の
統
計
的
の
基
礎
を
、
支
え
ん
と
す
る
欲
求
が
、
彼
に
と
っ

て
、
切
実
な
も
の
と
な
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
彼
は

私
の
忠
告
を
求
め
た
。

　
シ
ュ
ナ
ッ
パ
ー
（
Ｏ
Ｏ
Ｏ
げ
目
遣
口
零
）
は
、
す
で
に
、
ル
・
プ
レ

ー
（
５
｝
５
Ｋ
）
の
論
文
に
つ
い
て
は
、
知
っ
て
い
た
し
、
　
叉

彼
の
意
義
に
於
い
て
、
研
究
せ
ん
と
努
力
し
た
の
で
あ
っ
た
。

彼
が
典
型
的
と
為
し
得
る
と
信
じ
た
処
の
家
計
予
算
の
組
立
に

際
し
て
、
彼
は
諾
困
難
に
遭
遇
し
た
。
ル
。
・
プ
レ
ー
（
５

雪
導
）
は
是
等
の
困
難
を
注
意
し
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
是

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
（
八
四
一
）

■



　
　
　
立
命
館
緩
済
学
（
第
四
巻
・
第
五
号
）

は
純
然
た
る
計
算
的
性
質
の
困
難
で
あ
る
。
単
な
る
簿
記
上
の

問
題
で
あ
る
。
其
の
問
題
に
つ
い
て
、
彼
は
国
際
統
計
協
会
の

ブ
ク
ベ
ス
ト
（
籟
目
３
肩
斗
）
の
会
議
に
於
い
て
、
報
告
し
た
こ

と
が
あ
る
。
私
は
、
彼
に
知
ら
れ
ざ
る
、
白
耳
義
の
労
働
者
予

算
及
び
そ
の
、
ヱ
ン
ゲ
ル
（
目
・
目
目
鴨
一
）
に
よ
る
、
　
一
層
進
ん

だ
研
究
を
指
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
研
究
方
法
を
、
私
は
、

よ
り
精
確
な
も
の
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
、
彼
の
健

慶
状
態
が
良
く
な
っ
た
時
に
、
伯
林
に
於
い
て
、
国
民
経
済
学

及
び
統
計
学
の
計
画
的
研
究
に
着
手
し
、
　
叉
ヱ
ン
ゲ
ル
（
申

向
箏
潟
－
）
　
の
研
究
室
へ
入
る
・
」
と
を
誘
致
し
た
の
で
あ
る
。
休

暇
に
な
る
と
、
彼
は
ク
ウ
ヌ
ス
堆
方
（
弓
竃
目
易
）
の
誇
村
落
に

於
げ
る
、
彼
の
調
査
を
継
続
し
た
。
而
し
て
、
其
の
際
、
彼
が

遵
遇
し
た
処
の
、
色
六
の
、
小
さ
、
い
困
難
と
疑
問
と
に
つ
い
て
、

私
と
共
に
論
議
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
個
の
貧
し
い
、
全
体
の
消
費
を
、
総
て
の
、
そ
の
部
分
に

於
い
て
、
統
計
的
に
把
握
す
る
こ
と
の
職
能
は
、
　
「
労
働
者
予

算
」
を
立
て
た
こ
と
が
あ
る
処
の
、
多
く
の
人
カ
に
思
わ
れ
て

い
る
様
に
、
容
易
で
は
な
い
。
シ
ュ
ナ
ッ
パ
ー
（
ｏ
Ｄ
０
げ
§
君
Ｒ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二
（
八
四
二
）

は
、
物
に
徹
す
る
性
格
の
持
主
で
あ
り
、
其
の
徹
底
性
は
、
彼

の
友
人
達
を
展
火
疑
間
へ
も
た
ら
す
に
至
り
、
而
し
て
、
彼
の

研
究
の
進
捗
を
極
め
て
困
難
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

　
彼
の
ラ
イ
フ
ェ
ン
ベ
ル
グ
（
射
¢
罵
ｇ
ぎ
轟
）
の
日
常
生
活
を

初
め
た
処
の
、
総
て
の
物
に
対
し
て
、
彼
は
興
味
を
有
し
、
そ

の
地
方
の
、
極
め
て
単
純
な
人
共
に
、
彼
等
が
未
だ
曾
て
一
度

も
考
え
た
こ
と
が
な
い
様
な
事
柄
、
白
身
何
等
答
弁
説
明
を
与

え
得
な
か
っ
た
様
な
こ
と
を
、
質
間
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、

是
等
総
て
の
こ
と
は
、
計
数
的
表
現
へ
も
た
ら
さ
れ
、
一
の
遣

加
能
力
あ
る
予
算
の
項
目
へ
、
圧
縮
さ
る
可
き
で
あ
っ
た
。
吾

人
は
、
縦
令
、
質
問
者
と
被
質
問
者
と
の
間
の
、
相
互
間
の
誤

解
を
排
除
し
得
る
と
仮
定
し
て
も
、
是
等
の
調
査
に
は
、
次

の
様
な
欠
陥
を
伴
う
の
で
あ
る
。
却
ち
、
シ
ュ
ッ
ナ
ッ
パ
ー

（
ｏ
ｏ
８
冒
口
ｏ
胃
）
自
身
が
、
彼
の
「
調
査
主
体
」
の
生
活
状
態

つ
い
て
の
、
叉
、
彼
等
に
存
在
す
る
可
能
な
こ
と
に
つ
い
て
の
、

実
際
上
の
見
解
と
経
験
と
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

為
め
に
、
彼
等
の
答
に
対
す
る
、
直
接
批
判
の
手
段
が
、
欠
げ

て
い
た
の
で
あ
る
。
私
は
次
の
こ
と
を
想
起
す
る
。
却
ち
、
彼



が
七
人
の
大
人
の
一
家
族
の
日
常
に
於
げ
る
馬
鈴
薯
の
消
費
に

対
し
て
、
そ
の
家
族
の
陳
述
に
応
じ
て
、
一
定
の
重
量
を
、
そ

の
予
算
の
中
へ
組
み
入
れ
た
の
で
あ
る
。
其
の
一
定
の
重
量
を
、

私
は
独
り
で
絶
え
ず
食
い
尽
す
こ
と
を
申
出
で
た
。
而
し
て
、

私
が
彼
の
面
前
に
於
い
て
、
私
の
家
帰
の
台
所
の
計
量
器
の
上

で
、
そ
の
指
示
さ
れ
た
量
を
討
っ
た
時
に
、
彼
の
奇
怪
な
誤
り

に
つ
い
て
、
私
は
初
め
て
確
信
せ
し
め
る
こ
と
が
出
来
た
の
で

あ
る
。
彼
は
、
数
週
間
を
通
し
て
、
殆
ど
毎
日
午
後
早
太
私
の

家
へ
来
、
而
し
て
、
”
暮
が
迫
る
前
に
、
稀
に
は
私
方
を
辞
し

た
。
惜
報
員
を
現
場
で
持
つ
こ
と
な
し
に
、
個
カ
の
項
目
の
数

間
に
亘
り
、
其
の
客
観
的
正
当
性
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
殆
ど

凝
に
近
い
職
務
で
あ
っ
た
。

　
シ
ュ
ッ
ナ
ッ
パ
ー
（
ｏ
ｏ
島
§
君
胃
）
は
、
彼
の
調
査
方
法
を
改

良
す
る
為
に
は
、
何
等
の
努
力
を
も
、
不
愉
快
な
こ
と
と
思
わ

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
秤
は
、
彼
に
と
っ
て
は
、
一
の
、
重
要

な
補
功
道
具
と
な
っ
た
。
彼
は
、
私
の
忠
告
に
応
じ
て
、
彼
に

よ
く
知
ら
れ
た
処
の
家
族
を
し
て
、
継
続
し
て
、
そ
の
消
費
の

或
一
定
の
部
分
に
つ
い
て
の
記
帳
を
、
為
さ
し
め
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
消
費
地
理
研
究
の
一
側
酉
と
し
て
の
家
計
予
算
（
淡
川
）

而
し
て
、
私
は
、
彼
に
半
分
冗
談
気
味
で
、
一
の
田
舎
の
家
内

工
業
の
家
計
を
理
解
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
は
、
向
う
二
三
個
月

間
、
毛
の
家
族
と
同
居
し
て
の
り
込
み
、
そ
の
食
事
時
間
を
共

に
す
べ
ぎ
で
あ
る
こ
と
を
注
意
し
た
時
に
、
彼
は
、
其
の
指
導

を
真
面
目
に
受
げ
容
れ
た
の
で
あ
る
。
為
に
、
一
人
の
時
計
工

の
生
活
状
態
の
中
へ
進
入
す
る
為
に
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ッ
ヴ
ァ
ル

ト
（
ｏ
ｏ
ｇ
考
胃
Ｎ
考
四
屋
）
に
於
い
て
、
か
な
り
長
く
滞
在
し
た
の

で
あ
る
。
其
の
滞
在
の
成
果
は
、
主
と
し
て
、
改
良
さ
れ
た
、

ル
・
プ
レ
ー
（
幕
雪
嵩
）
　
の
方
法
で
作
り
上
げ
ら
れ
た
処
の
、

一
人
の
時
計
甲
画
工
の
予
算
で
あ
っ
て
、
之
は
「
国
家
科
学
雑

誌
」
の
一
八
八
○
年
間
に
公
表
さ
れ
て
い
る
。
シ
ュ
ッ
ナ
ッ
パ

ー
（
ｏ
ｏ
ｇ
§
君
ｇ
）
は
、
彼
が
自
か
ら
其
の
緒
言
に
於
い
て
公

言
し
て
い
る
様
に
、
す
で
に
、
　
「
一
家
族
の
全
体
の
、
経
済
上

の
地
位
が
、
唯
一
の
数
字
に
於
い
て
約
説
さ
れ
得
る
と
云
う
こ

と
」
の
希
望
を
、
断
念
し
て
了
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
む
し

ろ
、
次
の
様
な
見
解
を
採
る
に
至
っ
た
。
却
ち
、
個
火
の
欲
望

の
範
酵
に
於
げ
る
、
消
費
の
表
現
は
、
裸
の
貨
幣
価
値
の
数
字

に
よ
っ
て
は
充
分
で
は
な
い
。
統
計
上
の
精
確
性
は
、
先
ず
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
二
（
八
四
一
二
）

’



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
五
号
）

一
に
、
消
費
さ
れ
た
処
の
量
及
ぴ
物
財
の
出
来
る
だ
げ
精
微
な

計
上
に
於
い
て
、
理
解
さ
る
可
ぎ
こ
と
、
而
し
て
、
数
字
が
充

分
で
な
い
時
は
、
記
述
を
以
っ
て
、
之
を
補
充
せ
な
げ
れ
ば
な

ら
ぬ
。
」
。

　
故
に
、
単
に
家
計
の
み
な
ら
ず
、
叉
全
体
の
生
活
状
態
に
つ

い
て
、
或
一
定
の
収
入
を
も
た
ら
す
も
の
の
、
出
来
る
だ
げ
忠

実
な
描
写
を
行
ふ
こ
と
、
之
で
あ
る
。
こ
の
緕
果
に
対
し
て
は
、

彼
は
、
断
念
を
以
っ
て
、
信
奉
せ
ね
ぱ
汰
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
ル
．
プ
レ
ー
（
■
ｏ
雪
四
Ｎ
）
　
に
対
す
る
区
別
は
、
余
り
大

で
は
な
か
っ
た
。
ル
・
プ
レ
ー
（
５
雪
｛
）
に
あ
っ
て
も
亦
、

労
働
者
家
族
の
、
田
舎
に
於
け
る
、
或
一
定
の
収
入
が
、
如
何

な
る
生
活
標
準
を
可
能
な
ら
し
む
る
か
を
、
決
定
す
る
こ
と
が
、

そ
の
眼
目
で
あ
っ
た
。
彼
は
平
均
数
を
得
ん
こ
と
を
努
め
、
而

し
て
、
か
か
る
立
定
に
対
し
て
、
終
局
に
は
、
叉
予
算
と
云
う

名
称
が
、
是
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ナ
ッ
パ
ー
（
Ｏ
Ｏ
Ｏ
｝
量
甲

潟
『
）
は
、
之
に
反
し
て
、
現
実
の
収
入
及
び
支
出
が
、
或

一
定
の
、
最
近
に
過
ぎ
去
っ
た
期
間
の
間
に
於
い
て
、
決
定
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
重
視
し
た
の
で
あ
る
。
然
し
叉
一
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
四
（
八
四
二
）

に
於
、
い
て
、
彼
は
、
若
し
個
大
の
報
告
が
、
家
父
及
び
家
婦
の
、

可
及
的
突
き
込
ん
だ
質
間
に
よ
っ
て
、
報
告
さ
れ
た
な
ら
ぱ
、

之
を
充
分
で
あ
る
と
風
惟
し
た
。
而
し
て
、
被
質
問
者
の
、
独

自
の
記
憶
に
は
、
高
六
、
第
二
義
的
の
統
制
手
段
た
る
の
意
義

を
認
め
た
に
過
ぎ
な
か
り
た
の
で
あ
る
。

　
「
予
算
」
は
、
故
に
、
ル
・
プ
レ
ー
（
５
雪
£
ｏ
＜
）
　
の
予
算

を
立
定
す
る
こ
と
以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ
た
。
董
し
、
予
算

は
、
大
部
分
、
被
質
問
者
の
記
憶
か
ら
確
定
さ
れ
た
故
に
、
是

等
の
被
質
問
者
が
現
実
に
消
費
し
て
了
っ
た
も
の
を
、
精
確
に

再
現
し
得
ず
し
て
、
却
っ
て
、
彼
等
に
と
っ
て
、
正
常
と
風
わ

れ
た
も
の
を
消
費
す
る
こ
と
を
必
要
と
思
准
し
た
も
の
を
、
表

現
す
る
精
果
と
な
る
の
で
あ
る
。
支
出
の
申
の
、
最
も
重
要
な
項

目
、
特
に
食
糧
支
出
に
対
す
る
項
目
は
、
計
算
に
よ
っ
て
、
直

接
に
報
告
さ
れ
た
週
支
出
叉
は
月
支
出
を
基
礎
と
し
て
、
見
出

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
縦
令
月
支
出
が
、
試
験
的
の
記
入
及
び
規

定
に
よ
っ
て
、
最
も
精
確
に
決
定
さ
れ
得
た
と
し
て
も
、
貧
家

の
家
計
に
於
い
て
は
、
一
の
月
は
他
の
月
に
等
し
く
、
叉
一
の

週
間
は
他
の
週
間
に
等
し
い
と
云
う
一
」
と
は
、
依
然
と
し
て
永



久
に
純
然
た
る
虚
構
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
、
自
給
自
足
の
農
家

経
済
に
於
い
て
は
、
収
穫
さ
れ
た
農
産
物
の
実
物
消
費
に
、
着

眼
す
べ
き
で
あ
る
。

　
筒
一
九
〇
一
年
に
、
シ
ュ
ナ
ッ
パ
ｉ
（
ｏ
ｏ
ｏ
－
目
壱
肩
『
）
は
、

次
の
様
な
報
告
を
も
の
し
て
い
る
。
　
「
釘
の
鍛
冶
工
の
予
算

に
於
げ
る
、
私
の
関
係
す
る
計
算
の
基
礎
を
、
そ
の
男
の
土
地

所
有
に
関
す
る
土
地
台
帳
か
ら
の
抜
書
ぎ
が
、
形
成
し
た
の
で

あ
る
。
彼
の
耕
地
及
び
其
の
収
入
に
関
す
る
、
詳
紬
な
記
述
は
、

次
の
如
く
で
あ
る
。
即
ち
、
か
か
る
記
述
の
正
当
性
は
、
色
火

の
支
払
能
力
あ
る
階
級
に
於
げ
る
、
収
穫
の
結
果
に
つ
い
て
の

専
門
的
如
識
の
見
積
り
を
考
え
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
調

整
し
得
る
の
で
あ
る
。
」
。

　
小
さ
い
農
家
の
副
業
の
個
カ
の
も
の
に
つ
い
て
、
伺
等
か
の

観
念
を
有
す
る
も
の
は
、
か
か
る
処
置
を
如
何
に
考
え
る
か
、

而
し
て
、
当
該
「
予
算
」
の
記
事
を
、
否
定
的
態
度
を
以
っ
て
、

精
査
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
彼
の
釘
の
鍛
冶
工
が
、
そ
の

田
舎
に
於
い
て
収
穫
し
た
処
の
燕
麦
、
大
麦
、
馬
鈴
薯
の
各
駈
、

各
野
菜
及
び
キ
ャ
ベ
ツ
の
頭
、
豆
、
セ
ロ
リ
、
蝦
夷
葱
の
、
各

　
　
　
消
費
地
理
研
究
の
一
側
重
と
し
て
の
家
計
予
算
（
淡
川
）

ヵ
の
一
人
前
当
り
の
分
量
が
、
実
物
の
分
量
及
び
貨
幣
価
値
に

応
じ
て
示
さ
れ
て
い
る
場
含
で
あ
る
。
費
用
の
計
算
は
、
遺
憾

乍
ら
、
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
費
用
の
計
算
は
、
吾
人
を
し
て
、

し
た
た
か
汗
を
か
か
し
め
た
。
労
働
給
付
及
び
一
日
中
に
於
げ

る
、
仕
事
の
区
分
の
給
付
の
各
時
間
、
各
大
の
肥
料
の
積
荷
、

必
要
な
種
子
、
副
産
物
の
利
得
等
、
是
等
総
て
の
も
の
が
、
精

確
に
報
告
さ
れ
、
且
っ
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
多
く
の
こ
と

は
、
私
に
と
っ
て
は
、
私
の
、
農
家
の
青
年
時
代
の
経
験
に
よ

れ
ぱ
、
疑
わ
し
く
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
シ
ュ
ナ
ッ

パ
ｉ
（
◎
０
９
量
署
９
）
は
、
新
し
く
さ
れ
た
要
求
に
よ
っ
て
、

私
の
熟
慮
を
高
め
る
こ
と
に
倦
ま
な
か
っ
た
。
然
し
、
若
し
吾

人
が
か
か
る
錯
雑
せ
る
計
算
の
、
総
て
の
項
目
を
紡
佛
と
さ
せ

る
な
ら
ぱ
、
其
の
場
合
、
　
「
精
微
」
の
過
度
は
、
陥
罪
に
な
る

に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
是
等
万
事
を
考
慮
し
て
、
会
計

計
算
す
れ
ば
、
其
の
、
一
の
予
算
を
立
定
す
る
こ
と
は
、
た
し

か
に
、
著
者
に
一
年
以
上
の
労
力
を
か
げ
し
め
る
に
至
っ
た
。

叉
後
に
、
一
人
の
、
女
の
仕
立
屋
の
家
計
に
対
し
て
、
彼
に
依

っ
て
立
定
さ
れ
た
予
算
は
、
街
一
層
多
く
の
労
力
を
費
さ
し
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
五
（
八
四
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
五
号
）

た
の
で
あ
る
勺

　
時
間
上
の
、
か
か
る
出
費
は
、
次
の
様
な
人
六
だ
げ
が
、
耐

え
得
る
処
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
其
の
、
最
も
貴
重
た
、
人
間
の

財
を
、
自
由
に
且
っ
妨
げ
ら
れ
ず
に
、
物
質
的
給
付
と
職
業
の

義
務
に
よ
っ
て
駆
使
し
、
而
し
て
、
無
邪
気
に
於
い
て
、
他
人

の
、
貴
重
な
時
間
を
も
亦
、
可
能
の
最
大
隈
ま
で
要
求
し
た
人
、

之
で
あ
る
。
彼
の
研
究
熱
の
犠
牲
に
対
し
て
、
統
計
学
の
学
識

あ
る
学
徒
を
し
て
、
少
し
欺
く
べ
き
こ
と
に
、
如
何
な
る
試
み

が
、
横
た
わ
っ
た
事
で
あ
ろ
う
。
そ
の
学
徒
は
、
あ
ら
ゆ
る
細

か
い
事
柄
を
書
き
上
げ
、
之
を
表
に
現
わ
し
、
叉
目
共
其
処
の

壷
の
中
へ
入
っ
た
も
の
を
も
亦
、
面
倒
に
も
測
定
し
た
の
で
あ

る
。
あ
ら
ゆ
る
下
着
及
び
前
掛
け
の
価
値
と
、
そ
の
使
用
期
間

を
知
ら
ん
と
欲
し
た
。
ぎ
ゃ
ら
こ
の
着
蒲
団
は
、
俺
十
年
間
使

用
に
耐
え
る
。
彼
女
に
一
人
の
顧
客
か
ら
贈
ら
れ
た
淡
壷
は
、

一
馬
克
の
値
が
あ
る
。
彼
女
の
自
か
ら
編
ん
だ
、
黒
色
の
、
羊

毛
の
、
冬
の
手
袋
は
、
八
ニ
ペ
昌
ヒ
、
而
し
て
約
六
年
間
の
使

用
期
間
を
有
す
。
彼
女
が
、
そ
の
目
曜
目
の
散
策
途
上
拾
い
集

め
た
処
の
か
み
つ
れ
及
び
纈
草
は
、
四
ニ
ペ
ミ
ヒ
を
以
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
六
（
八
四
六
）

其
の
収
入
の
申
へ
加
算
さ
る
べ
ぎ
で
あ
る
。
叉
少
し
ぱ
か
り
送

ら
れ
た
、
水
色
の
洗
濯
用
の
糊
は
、
三
ぺ
一
一
ヒ
を
以
っ
て
、
加

算
さ
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
統
計
学
に
対
す
る
高
い
尊
敬
、
然

し
其
の
限
界
は
、
何
処
に
あ
り
や
。
彼
女
の
下
着
、
手
拭
を

繕
う
際
に
、
三
〇
ぺ
昌
ヒ
に
対
し
て
労
働
を
給
付
し
た
と
す

れ
ば
、
何
故
に
次
の
様
な
労
働
は
評
価
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ

る
か
。
彼
女
は
、
そ
の
労
働
を
、
彼
女
の
靴
を
磨
く
シ
」
と
に
対

し
て
、
叉
其
の
下
着
を
洗
う
こ
と
に
対
し
て
、
用
い
た
の
で
あ

る
。
而
し
て
、
吾
人
は
、
入
浴
、
整
髪
、
爪
切
等
に
対
し
て
も

、
夫
ヵ
一
の
項
目
を
入
れ
込
む
こ
と
が
出
来
な
い
も
の
で
あ
ろ

う
か
。

　
私
は
次
の
こ
と
を
凝
わ
な
い
の
で
あ
る
。
却
ち
、
シ
ュ
ナ
ッ

パ
ー
（
◎
ｏ
島
§
君
實
）
が
是
等
総
て
の
問
題
を
提
出
し
、
而
し

て
、
彼
に
独
特
な
る
論
理
的
鋭
さ
と
根
本
性
と
を
以
っ
て
、
勲

考
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
私
が
一
八
八
一
年
の
初
め
に
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
（
句
『
彗
匡
昌
“
）
を
去
り
、
か
く
し
て
、
吾

人
の
往
来
が
断
え
た
以
前
に
、
彼
の
研
究
は
、
そ
の
師
エ
ン
ゲ

ル
（
向
・
向
■
鵯
－
）
が
立
脚
し
て
い
た
処
の
消
費
統
計
の
根
底
を
、



す
で
に
失
う
て
了
っ
て
い
た
と
云
う
印
象
を
得
て
い
た
の
で
あ

る
。
而
し
て
、
私
は
彼
に
次
の
様
な
、
私
の
確
言
を
、
披
歴
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
却
ち
、
国
氏
経
済
上
利
用
し
得
る
処
の

成
果
は
、
唯
注
意
深
く
永
年
に
亘
り
記
帳
さ
れ
た
家
計
簿
に
立

脚
し
て
の
み
得
ら
る
可
き
も
の
な
り
と
云
う
確
言
、
之
で
あ
る
。

然
し
、
彼
は
、
ル
・
プ
レ
ー
（
宗
雪
嵩
）
の
思
想
の
領
域
及

び
そ
の
、
彼
に
よ
っ
て
最
も
紬
微
に
完
成
さ
れ
た
処
の
方
法
に

深
く
集
っ
て
了
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
為
に
、
彼
は
、
年
数
の

永
い
系
列
に
亘
っ
て
拡
が
り
つ
つ
あ
り
、
面
倒
な
注
意
を
以
っ

て
記
帳
さ
れ
た
、
一
人
の
ピ
ア
ノ
の
教
師
の
家
計
簿
を
、
一
度

も
研
究
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
是
等
の
家
計
簿
は
、
む
し
ろ
、

彼
の
等
閑
視
し
た
処
で
あ
る
。

　
五
個
の
村
落
白
冶
体
が
シ
ュ
ッ
ナ
ッ
パ
ー
（
ｏ
ｏ
争
竃
君
胃
）

に
次
の
様
な
機
会
を
与
え
た
の
は
、
一
の
幸
福
で
あ
ろ
う
。
却
ち
、

そ
れ
は
、
か
な
り
大
な
る
精
細
統
計
上
の
研
究
を
、
一
層
広
い

基
礎
に
亘
っ
て
遂
行
す
べ
き
機
会
で
あ
り
、
而
し
て
、
か
か
る

試
み
に
対
し
て
、
科
学
的
事
実
確
定
の
、
一
の
模
範
を
与
う
べ

き
機
会
、
之
で
あ
る
。
其
の
模
範
は
、
僅
か
の
人
ヵ
に
よ
っ
て
、

　
　
　
消
費
地
理
研
究
の
一
側
酉
と
し
。
て
の
家
計
予
算
（
淡
川
）

彼
の
後
に
、
凌
駕
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
然
し
、
遺
憾
な
事
に
は
、

彼
等
は
、
彼
の
後
の
研
究
領
域
を
、
拡
大
す
る
に
は
至
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
魔
力
的
力
を
以
っ
て
す
る
如
く
、
そ
れ
は
、

彼
を
依
然
と
し
て
、
家
計
予
算
の
軌
道
範
囲
へ
引
ぎ
戻
し
た
の

で
あ
る
。
か
く
し
て
、
杜
会
統
計
上
の
綴
密
描
写
の
範
囲
へ
引

ぎ
戻
し
た
の
で
あ
る
。
其
の
綴
密
描
写
に
於
い
て
は
、
彼
は
殆

ど
第
二
の
人
に
よ
っ
て
は
企
及
し
得
ざ
る
巧
妙
の
域
に
到
達
し

た
の
で
あ
る
。
文
書
を
研
究
し
、
文
献
を
漁
り
、
ベ
ミ
ス
の
ゴ

ン
ド
ラ
の
舟
夫
、
フ
ィ
ェ
、
ソ
ー
レ
の
麦
桿
紬
工
人
、
チ
ュ
ｉ
ー

ス
の
荷
物
担
夫
、
シ
リ
ア
の
硫
黄
鉱
山
の
子
供
等
に
、
夫
ヵ
徹

底
的
質
問
を
発
し
、
か
く
し
て
得
ら
れ
た
処
の
も
の
が
、
予
算

の
断
片
だ
げ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
文
化
史
的
の
素
描
と
し
て
、

興
味
を
惹
か
れ
る
の
で
あ
る
。
彼
等
の
上
に
横
わ
る
処
の
温
い

倫
理
的
香
り
は
、
全
集
の
「
講
演
及
び
論
文
」
の
読
者
に
、
人

間
と
し
て
も
亦
、
著
者
を
愛
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
。
若
し
、
彼

の
伝
記
が
、
彼
に
就
て
、
　
「
科
学
的
評
細
は
、
彼
に
と
っ
て
は
、

若
干
の
専
門
学
者
に
於
げ
る
如
く
に
、
自
己
目
的
と
は
な
ら
ず

し
て
、
唯
単
に
大
な
る
関
聯
の
包
括
的
認
識
へ
至
る
手
段
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七
（
八
四
七
）

！



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
五
号
）

て
見
徴
さ
れ
る
。
」
　
と
云
う
な
ら
ぱ
、
吾
人
は
、
之
を
疑
問
視

せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
吾
人
は
、
　
「
杜
会
的

微
細
絵
画
は
、
若
し
其
が
か
か
る
完
全
を
以
っ
て
遂
行
さ
れ
る

場
合
に
は
、
そ
れ
自
体
す
で
に
充
分
に
功
績
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
」
と
の
質
問
を
発
し
度
い
の
で
あ
る
。

　
吾
人
は
、
唯
他
人
に
よ
っ
て
そ
の
質
問
方
法
に
応
じ
て
計
上

さ
れ
た
家
計
予
算
と
、
シ
ュ
ナ
ッ
パ
ー
（
◎
ｏ
争
§
署
胃
）
の
家

計
予
算
を
比
較
し
さ
え
す
れ
ぱ
、
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
其
の
こ

と
に
よ
っ
て
、
一
後
者
の
価
値
を
評
価
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で

あ
る
。
凡
そ
予
算
研
究
が
流
行
す
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
何
等

不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。
余
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
の
講
師
た

り
し
時
、
即
ち
一
八
八
一
年
に
、
一
人
の
極
め
て
有
益
広
、
着

想
に
富
む
処
の
、
経
済
学
の
記
者
が
、
十
篇
の
労
働
者
予
算
を

持
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
是
等
の
予
算
を
、
そ
の
妻
の

補
助
を
以
っ
て
、
独
逸
の
、
色
共
の
都
市
に
於
い
て
立
定
せ
ん

と
欲
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
余
の
判
断
を
乞
う
た
の
で
あ

る
。
余
は
一
見
し
て
、
総
て
の
も
の
を
、
価
値
な
し
と
宣
言
し

た
の
で
あ
る
。
蓋
し
、
総
て
の
項
目
が
、
五
二
を
以
っ
て
、
残

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八
（
八
四
八
）

り
な
く
分
た
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
草
案
者
が
私
の
判

断
を
特
別
に
評
価
せ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
私
を
し
て
、
や
が
て

次
の
様
に
意
識
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
却
ち
、
彼
の
予
算
が
、

一
の
認
め
ら
れ
た
学
術
雑
誌
に
公
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
八

七
五
年
、
独
逸
農
家
の
集
会
の
、
有
名
な
調
査
に
於
い
て
、
二

九
四
の
立
定
が
公
表
さ
れ
た
が
、
是
等
の
調
査
は
、
次
の
様
な

簡
単
な
質
問
に
応
じ
て
、
成
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
「
吾

人
の
、
一
の
田
舎
の
労
働
者
家
族
の
食
料
、
被
服
、
住
居
、
燃

料
、
照
明
費
、
国
家
及
び
地
方
自
冶
体
、
教
会
及
び
学
校
へ
支

払
う
租
税
及
び
其
の
他
の
支
出
に
つ
い
て
の
要
求
が
、
貨
幣
に

於
い
て
、
如
句
に
高
く
評
価
さ
る
可
ぎ
で
あ
る
か
。
」
　
の
問
で

あ
る
。
然
し
、
独
逸
の
都
市
統
計
家
す
ら
、
彼
等
に
捧
げ
ら
れ

た
調
査
手
段
を
以
っ
て
、
到
る
処
、
「
労
働
者
予
算
」
を
獲
得
す

る
こ
と
が
出
来
る
と
信
じ
た
の
で
あ
る
。
私
は
手
記
的
に
、
倫

か
か
る
立
定
の
二
二
を
持
っ
て
お
り
、
是
等
は
、
・
ニ
ン
ヘ
ン
の

都
市
統
計
局
に
於
い
て
成
立
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
私
が
後
に
バ
ー
ゼ
ル
で
教
授
と
し
て
国
氏
経
済
学
、
統
計
の

演
習
を
担
当
す
べ
き
機
会
を
持
っ
た
時
に
、
そ
の
対
象
は
、
私

屯

’
－



に
と
っ
て
は
、
統
計
技
術
の
方
法
的
詳
細
の
糖
研
が
適
す
る
様

に
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
暫
ら
く
し
て
か
ら
、
私
は

公
共
的
連
盟
を
動
員
し
て
、
労
働
者
家
族
に
つ
い
て
の
家
計
簿

を
分
布
し
、
そ
れ
を
注
意
深
く
記
帳
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
賞

金
を
出
す
様
に
努
力
し
た
の
で
あ
る
。
若
し
家
族
の
首
脳
者
が
、

そ
の
家
族
の
収
入
に
対
す
る
支
出
の
割
合
に
つ
い
て
の
、
数
字

に
よ
る
概
観
を
得
る
な
ら
ぱ
、
都
市
労
働
者
家
族
の
家
政
の
整

備
に
対
し
て
は
、
現
今
筒
極
め
て
多
く
の
も
の
が
得
ら
れ
る
と

思
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
よ
く
整
備
さ
れ
た
家
政
の
実

証
す
る
処
で
あ
る
。
か
か
る
経
済
計
算
の
み
が
、
需
要
の
群
団

に
応
じ
て
、
一
年
の
立
定
の
基
礎
に
供
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
統

計
に
対
し
て
は
、
無
隈
に
多
く
の
も
の
が
、
期
骨
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
統
計
の
み
が
、
色
六
の
国
異
階
級
の
、
事
実
上
の
需
要

形
成
へ
の
現
実
の
洞
察
を
、
支
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
ヱ
ル
ン
ス
ト
．
ユ
ン
ゲ
ル
（
宰
易
け
目
目
鴉
－
）
が
、
慣
れ
た

明
瞭
さ
を
以
っ
て
、
消
費
統
計
の
科
学
的
目
標
及
び
技
術
上
の

方
法
に
於
て
、
意
見
を
発
表
し
た
後
に
は
、
其
の
問
題
に
関
し

て
は
、
今
更
、
多
言
を
費
す
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
廿
年
以

　
　
　
消
費
地
理
研
究
の
一
側
酉
と
し
て
の
象
計
予
算
（
淡
川
）

前
に
、
総
て
の
、
私
の
努
力
は
、
ヱ
ン
ゲ
ル
（
向
ｏ
潟
－
）
が
命

名
せ
し
き
、
　
「
順
番
に
質
問
す
る
方
法
」
の
狭
い
圏
を
脱
却
し

て
、
む
し
ろ
、
　
「
家
計
簿
方
法
」
を
開
拓
す
べ
き
努
力
は
、
依

然
と
し
て
成
果
が
な
い
様
に
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
折
し
も
、
一
巨
、
私
の
処
へ
、
バ
ー
ゼ
ル
の
布
商
か
ら
、
極

め
て
若
六
し
い
商
業
手
代
が
や
っ
て
来
た
が
、
其
の
人
は
、
或

る
有
名
な
社
会
民
主
党
の
首
領
の
極
め
て
近
い
親
類
筋
の
も
の

で
あ
る
こ
と
を
、
旨
已
紹
介
し
、
而
し
て
、
私
に
次
の
様
な
こ

と
を
打
ち
明
げ
た
の
で
あ
る
。
却
ち
、
彼
は
、
芙
の
閑
暇
を
利

用
し
て
、
労
働
者
の
地
位
に
就
い
て
の
統
計
的
調
査
を
遂
行
し
、

一
に
は
科
学
に
役
立
ち
、
叉
一
に
は
バ
ー
ゼ
ル
の
労
働
者
階
級

の
為
に
資
せ
ん
と
す
る
、
燃
え
る
が
如
寺
欲
望
を
有
し
て
い
る
。

而
し
て
彼
は
、
其
の
こ
と
が
、
賃
銀
統
計
の
問
題
で
あ
る
べ
き

だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
共
の
青
年
の
大
胆
な
努
力
が
、
私
に

は
気
に
入
っ
た
の
で
あ
る
が
、
私
は
義
務
と
し
て
、
凡
そ
一
の
、

合
理
的
な
賃
銀
統
計
は
極
め
て
困
難
な
間
題
で
あ
る
こ
と
を
、

言
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
之
を
成
就
す

る
為
に
は
、
彼
に
は
、
そ
の
、
よ
い
意
欲
以
外
に
、
万
事
が
欠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九
（
八
四
九
）

’山
』
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立
命
館
纏
済
学
（
第
四
巻
・
第
五
号
）

如
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
私
は
彼
に
次
の
様
た
試
み

を
為
す
様
に
提
案
し
た
の
で
あ
る
。
却
ち
、
彼
が
バ
ー
ゼ
ル
の

労
働
者
家
族
の
経
済
計
算
の
、
か
な
り
多
数
を
得
る
為
に
、
そ

れ
等
の
家
族
達
へ
家
計
簿
を
分
配
し
、
其
の
家
計
簿
を
規
則
通

り
に
且
つ
正
し
く
つ
げ
る
様
に
、
目
犬
の
循
環
過
程
に
よ
っ
て

統
制
し
、
而
し
て
、
一
個
年
の
終
り
に
、
是
等
の
家
計
簿
を
、

有
名
な
範
濤
規
構
に
よ
っ
て
統
計
的
に
整
理
す
る
と
云
う
方
法

で
あ
る
。
勿
論
、
私
は
彼
に
、
従
来
の
予
算
の
立
て
方
と
、
そ

の
将
来
避
げ
ら
る
べ
ぎ
誤
謬
に
つ
い
て
も
、
注
意
し
た
の
で
あ

る
。　

私
の
、
此
の
、
後
に
至
り
丁
抹
の
統
計
局
に
よ
っ
て
採
用
さ

れ
た
方
法
は
、
必
ず
し
も
、
異
論
の
な
い
も
の
と
は
思
わ
な
い

の
で
あ
る
。
凡
そ
、
白
発
的
に
記
帳
さ
れ
た
計
算
等
な
る
の
は
、

単
に
当
座
限
り
に
誘
発
さ
れ
た
も
の
よ
り
も
、
よ
り
よ
き
統
計

的
基
礎
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
又
そ
の
為
に
、
常
に
必
ず

し
も
、
正
し
き
且
っ
信
頼
す
べ
．
ぎ
記
入
を
提
供
せ
な
い
も
の
で

あ
る
。
然
し
、
よ
り
よ
き
も
の
は
、
よ
ぎ
も
の
の
敵
で
あ
る
。

而
し
て
、
私
は
何
故
に
、
此
の
新
鮮
な
、
有
益
な
活
動
に
渇
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
〇
（
八
五
〇
）

て
い
る
処
の
労
働
力
を
、
利
用
す
べ
き
で
な
か
っ
た
か
。
其
の

青
年
の
名
は
、
力
－
ル
ニ
フ
ン
ド
ル
ト
（
宍
胃
－
■
竃
｛
◎
岸
）
と

云
う
の
で
あ
る
が
、
彼
は
火
の
如
き
黙
心
さ
を
以
っ
て
、
其
の

仕
事
に
着
手
し
、
か
く
て
、
私
の
忠
言
に
応
じ
て
、
質
間
紙
と

計
算
簿
と
を
記
入
す
る
為
の
案
内
書
を
、
立
案
し
た
の
で
あ
る
。

彼
は
其
の
後
時
共
、
疑
問
の
あ
る
場
合
援
助
を
求
め
る
為
に
、

私
の
処
へ
や
っ
て
来
た
。
而
し
て
、
彼
が
数
個
月
の
後
に
職
が

な
く
な
っ
た
時
に
、
私
は
彼
に
、
小
さ
い
、
私
に
よ
っ
て
当
時

指
導
さ
れ
て
い
た
処
の
、
バ
ー
ゼ
ル
の
往
宅
調
査
の
資
料
を
整

理
す
る
統
計
局
に
於
い
て
、
一
の
地
位
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

之
は
彼
に
統
計
技
術
を
熟
達
せ
し
め
ん
と
す
る
目
的
に
出
た
の

で
あ
っ
て
、
目
曜
目
及
び
夕
方
の
時
間
に
、
彼
は
相
変
ら
ず
、

彼
の
労
働
者
訪
問
を
継
続
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
彼

は
、
其
の
配
布
し
た
処
の
、
約
八
○
の
家
計
簿
の
申
で
、
若
干

が
規
格
通
り
に
記
入
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
、
嘆
息
し
、
加
う

る
に
、
彼
に
記
入
を
誓
約
し
た
人
共
の
処
で
、
第
八
の
月
末
決

算
が
為
さ
れ
た
時
に
、
彼
は
思
い
が
げ
な
ぐ
も
、
バ
ー
ゼ
ル
を

去
り
、
か
く
し
て
、
其
の
美
し
ぎ
希
望
を
以
っ
て
企
て
ら
れ
た



訪
間
も
、
成
果
を
見
ず
し
て
終
る
様
に
恩
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
も
多
く
失
わ
れ
た
労
作
に
就
て
の
失
望
と
正
し
ぎ
悲
し

み
と
の
感
情
の
裡
に
、
私
は
一
八
九
四
年
の
早
春
、
バ
ー
ゼ
ル

か
ら
カ
ー
ル
ス
・
ル
ー
ヱ
ヘ
引
き
越
し
た
の
で
あ
る
。
然
し
私

は
間
も
な
く
、
他
の
気
分
に
浸
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

一
八
九
一
年
の
「
瑞
西
統
計
学
雑
誌
」
の
第
三
季
報
に
、
カ
ー

ル
・
ラ
ン
ド
ル
ト
の
「
一
〇
の
、
バ
ー
ゼ
ル
の
労
働
者
家
計
」

が
公
表
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
私
は
、
少
く
と
も
、
か
く
も
多

数
の
労
働
者
が
、
た
と
い
最
後
の
四
個
月
は
統
制
が
な
か
っ
た

と
し
て
も
、
辛
棒
し
続
け
た
様
に
思
わ
れ
た
シ
」
と
を
、
喜
ぶ
も

の
で
あ
る
。
此
の
喜
び
で
は
、
叉
殊
に
次
の
様
な
こ
と
に
よ
っ

て
、
害
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
却
ち
、
著
者
は
、
彼
の
論

文
の
緒
言
に
於
い
て
、
全
体
の
企
て
を
、
彼
の
独
自
の
創
案
か

ら
、
而
し
て
、
従
来
の
試
み
の
欠
点
へ
の
独
白
の
洞
見
か
ら
出

て
来
た
も
の
と
し
て
、
示
し
た
の
で
あ
る
。
然
し
彼
は
緒
論
に

於
い
て
、
私
と
二
人
の
、
他
の
人
に
、
　
「
彼
等
の
貴
重
な
忠
言

と
好
意
あ
る
功
力
と
を
感
謝
し
た
の
で
あ
る
。
叉
私
が
推
薦
し

た
方
法
で
、
こ
ユ
ー
ル
ン
ベ
ル
グ
に
於
い
て
、
白
か
ら
、
　
一
の

　
　
　
消
費
地
理
研
究
の
一
側
面
と
し
て
の
柔
計
予
算
（
淡
川
）

の
価
値
あ
る
仕
事
を
遂
行
し
た
処
の
ア
ド
ル
フ
・
ブ
ラ
ウ
ン
博

士
が
、
公
然
と
真
相
を
指
摘
し
た
時
に
、
私
は
沈
黙
す
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。
ラ
ン
ド
ル
ト
氏
は
、
予
算
と
経
済
計
算
と
の

間
の
区
別
を
、
殆
ど
了
解
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、

実
際
的
に
も
、
唯
僅
か
の
、
而
し
て
、
未
解
決
の
も
の
を
、
為

し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
彼
は
、
　
「
家
計

の
方
法
と
技
術
」
と
云
う
標
題
の
あ
る
、
求
む
る
処
多
ぎ
事
に

よ
っ
て
、
他
人
に
呼
ぴ
か
げ
ん
と
感
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
か

く
し
て
、
此
の
試
み
も
亦
、
使
用
し
得
る
処
の
、
統
計
上
の
確

定
の
代
り
に
、
彼
の
方
法
論
上
の
、
一
の
論
難
攻
撃
点
を
示
し
、

此
の
論
難
攻
撃
点
に
は
、
科
学
上
の
不
充
分
な
こ
と
が
、
容
易

に
其
の
避
難
所
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
世
人
は
私
を
、
次
の
様
な
経
験
に
よ
っ
て
、
怨
ま
な
い
で
あ

ろ
う
。
即
ち
、
私
は
永
い
間
、
此
の
事
件
に
つ
い
て
、
興
味
を

失
っ
て
了
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
世
人
は
、
私
の
深

い
歎
息
を
了
解
す
る
で
あ
ろ
う
。
此
の
歎
息
と
は
、
私
が
次
の

様
な
場
合
に
感
受
し
た
の
で
あ
る
。
却
ち
、
総
て
の
、
従
来
の

予
算
と
経
済
計
算
に
つ
い
て
大
い
に
企
て
ら
れ
、
比
較
的
、
批

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
一
（
八
五
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
察
五
号
）

判
的
に
な
さ
れ
た
研
究
は
、
ヱ
ン
ゲ
ル
が
初
め
た
処
で
あ
る
が
、

此
の
巨
匠
の
死
に
よ
っ
て
、
申
断
さ
れ
て
了
っ
た
の
で
あ
る
。

僅
か
家
計
簿
方
法
を
以
っ
て
最
善
の
も
の
と
し
て
宣
言
し
て
以

来
、
少
く
と
も
、
所
謂
予
算
は
、
此
の
科
学
に
於
、
い
て
は
、
禍

を
惹
起
す
る
こ
と
を
懸
念
す
る
必
要
が
な
い
。

　
勿
論
、
若
し
エ
ン
ゲ
ル
が
、
彼
の
業
績
の
、
唯
一
の
印
刷
出

版
さ
れ
た
部
分
の
轡
言
を
、
次
の
様
な
言
葉
、
却
ち
「
人
が
昔

か
ら
、
特
に
青
年
時
代
に
深
く
認
識
し
た
思
想
を
、
晩
年
ま
で

再
び
放
棄
サ
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
は
、
独
特
で
あ
る
。
」

を
以
っ
て
初
め
る
な
ら
ほ
、
此
の
一
文
は
、
叉
私
に
も
事
実
と

し
て
、
該
当
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
二
三
個
月
以
前
に
、
私
の
雑

誌
の
寄
稿
者
の
筆
者
が
、
私
を
訪
問
し
た
。
而
し
て
、
私
に
、

一
〇
年
間
の
、
注
意
深
ぎ
記
帳
の
上
に
立
脚
し
た
処
の
経
済
計

算
の
原
理
を
印
刷
に
付
す
る
こ
と
を
、
請
う
た
の
で
あ
る
。
此
の

提
案
を
持
ち
込
ま
れ
た
場
合
、
そ
の
寄
稿
が
、
次
の
様
な
人
か

ら
為
さ
れ
た
な
ら
ば
、
私
の
喜
で
は
一
層
大
で
あ
っ
た
。
そ
の

人
と
云
う
の
は
、
元
来
簿
記
に
糖
通
し
、
叉
統
計
抜
術
に
堪
能

で
あ
り
、
か
く
し
て
、
此
の
方
面
に
於
げ
る
、
誤
り
な
き
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
二
（
八
五
二
）

を
提
出
し
得
る
の
で
あ
る
。
私
が
再
び
「
理
論
と
方
法
」
に
就

て
、
一
の
技
巧
的
記
者
に
助
げ
ら
れ
る
と
云
う
危
険
が
、
幸
い

に
も
、
排
除
さ
れ
た
様
に
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
此
の
公
表
に
対
す
る
、
．
私
の
協
力
は
、
此
の
著
者
を
、
数
表

の
一
系
列
を
立
定
す
る
様
に
誘
致
し
た
こ
と
に
、
限
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
彼
は
此
の
表
を
初
め
に
は
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
而
し
て
、
彼
が
私
の
請
に
応
じ
て
、
彼
の
家
族
事
惜

の
表
示
と
、
色
火
の
、
明
白
な
計
算
項
目
を
寄
附
し
た
こ
と
に

限
ら
れ
た
。
之
以
外
に
、
私
は
、
所
得
を
論
評
す
る
為
に
、
若

干
の
説
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。
支
出
の
側
で
は
、
同
様
な
こ
と

が
、
自
由
に
な
る
空
聞
が
超
過
を
許
さ
な
か
っ
た
か
ら
、
私
に

は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

　
世
人
は
、
多
分
次
の
こ
と
を
、
驚
歎
す
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、

私
が
、
一
の
、
か
か
る
貧
し
ぎ
家
計
の
、
一
〇
年
間
の
経
済
上

の
遣
り
繰
り
を
表
示
す
る
為
に
、
か
か
る
、
多
数
の
表
を
必
要

と
思
っ
た
こ
と
、
之
で
あ
る
。
而
し
て
、
そ
の
理
由
と
す
る
処

は
、
簡
単
に
次
の
様
な
事
惜
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
凡
そ
一
の
家
族
の
家
計
汰
る
も
の
は
、
一
の
完
全
に
均
等

、



に
従
事
す
る
処
の
生
活
大
動
で
あ
る
と
云
う
謬
見
に
、
唯
一
度

隈
り
で
別
れ
ん
と
欲
し
た
シ
」
と
で
あ
る
。
シ
」
こ
で
云
う
処
の
生

活
共
動
に
は
、
統
計
的
に
、
一
週
間
、
叉
は
一
個
月
間
の
収
入

と
需
要
の
分
量
と
を
確
定
す
る
ト
」
と
に
よ
っ
て
遣
付
く
こ
と
が

出
来
る
の
で
あ
る
。
数
個
月
後
め
収
入
と
支
出
と
の
、
詳
細
な

指
示
は
、
全
体
と
し
て
は
、
叉
個
六
の
需
要
群
に
於
い
て
、
一

の
動
揺
を
示
す
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
此
の
動
揺
は
、
若
し
人

が
全
体
の
、
一
〇
年
の
期
間
を
総
括
す
る
な
ら
ば
、
梢
六
平
準
す

る
で
あ
ろ
う
。
然
し
此
の
場
合
に
あ
っ
て
も
、
少
し
も
消
失
は

せ
な
い
。
若
し
吾
人
が
全
体
の
一
〇
年
（
二
一
〇
カ
月
）
に
対

す
る
月
平
均
支
出
を
一
〇
〇
と
す
れ
ば
、
毎
月
に
対
す
る
支
出

は
、
次
の
額
と
な
っ
た
。

一二三四五六

月月月月月月

一
〇
、

八
○
、

八
八
、

一
三
、

九
五
、

九
九
、

三
七

八
五一

八

五
一

五
二

一
一

消
費
地
理
研
究
の
一
側
酉
と
し
て
の
家
計
予
算
（
淡
川
）

　
　
　
　
七
月
　
　
二
一
ニ
ハ
、
二
三

　
　
　
　
八
月
　
　
七
〇
、
九
九

　
　
　
　
九
月
　
　
一
〇
三
、
〇
四

　
　
　
　
十
月
　
　
一
一
〇
、
九
七

　
　
　
　
十
一
月
　
　
　
八
二
、
三
八

　
　
　
　
十
二
月
　
　
　
一
〇
八
、
八
五

　
若
し
吾
人
が
個
六
の
年
の
計
算
と
、
是
等
の
計
算
に
於
い
て
、

個
六
の
需
要
の
群
団
と
を
眼
中
に
置
く
な
ら
ば
、
街
一
層
大
な

る
動
揺
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
是
等
の
動
揺
は
、
大

抵
個
六
の
計
算
項
目
の
相
互
的
移
動
に
基
く
の
で
あ
る
。
是
等

の
動
揺
は
、
然
し
非
正
常
的
な
も
の
で
な
く
し
て
、
正
常
且
つ

白
然
的
な
も
の
と
し
て
看
傲
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
然
る
に
、
予
算
を
云
ヵ
す
る
人
に
ょ
っ
て
前
提
さ
れ
た
、
等

し
き
原
則
へ
の
固
執
は
、
現
実
に
あ
っ
て
は
、
多
分
殆
ど
実
現

さ
れ
な
い
処
で
あ
る
。
家
族
の
停
滞
せ
る
構
成
に
あ
っ
て
も
、

支
出
は
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ぱ
、
一
の
新
な
る
欲
望

が
発
生
す
る
こ
と
、
叉
は
古
い
欲
望
が
高
ま
る
こ
と
、
衣
服
及

ぴ
家
具
の
必
然
的
と
な
っ
て
来
た
填
補
等
、
凡
そ
是
等
の
シ
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ご
：
二
（
八
五
三
）



　
　
　
立
命
館
軽
済
学
（
第
四
巻
・
第
五
号
）

は
、
若
し
収
入
が
増
加
せ
な
げ
れ
ほ
、
必
ず
個
六
の
個
所
に
於

げ
る
消
費
に
、
滅
少
的
に
作
用
す
る
。
而
し
て
、
負
担
の
、
此

の
移
動
、
経
済
力
の
、
此
の
節
約
は
、
全
体
と
し
て
、
家
計
が

経
済
的
に
営
ま
れ
て
、
い
る
隈
り
、
愈
六
明
白
に
表
わ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
多
く
の
点
に
於
い
て
模
範
的
と
し
て
表
徴
さ
れ
得
る
処

の
、
研
究
の
為
に
立
っ
て
い
る
人
の
如
く
に
、
正
に
一
の
家
計

は
、
全
体
の
人
口
に
於
げ
る
消
費
過
程
の
認
識
に
対
し
て
は
、

次
の
様
な
仕
方
に
於
い
て
、
教
う
る
処
多
き
も
の
が
あ
る
。
邸

ち
、
家
計
は
小
さ
い
移
動
に
つ
、
い
て
の
観
察
を
可
能
な
ら
し
め
、

是
等
の
移
動
は
、
年
火
数
千
の
経
済
に
於
い
て
行
わ
れ
、
そ
の

含
計
に
於
い
て
は
、
国
民
経
済
に
於
け
る
財
貨
の
流
通
に
対
し

て
、
最
大
の
影
響
を
及
ぽ
す
も
の
で
あ
る
。

　
是
等
の
移
動
は
、
す
で
に
絶
対
に
於
い
て
、
容
易
に
認
め
得

る
。
而
し
て
、
為
に
、
更
に
平
均
数
及
び
比
例
数
を
計
算
す
る

こ
と
を
、
断
念
し
得
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
或
一
定

の
意
義
に
於
い
て
、
叉
大
な
る
欲
望
群
団
相
互
間
の
関
係
に
も

該
当
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
此
の
関
係
は
、
家
計
統
計
に

於
い
て
は
、
常
に
一
の
、
大
な
る
役
目
を
演
ず
る
に
至
っ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
四
（
八
五
四
）

で
あ
る
。
然
し
、
吾
人
は
、
全
体
の
一
〇
年
間
の
平
均
数
に
、

斗
よ
り
一
般
的
な
意
義
を
認
め
て
差
支
え
な
い
の
で
あ
る
。
而
し

て
、
若
し
此
の
場
合
に
少
く
と
も
比
較
の
可
能
性
が
得
ら
れ
る

な
ら
ば
、
そ
れ
は
全
く
興
味
な
し
と
せ
な
い
。
私
は
之
に
対
す

る
資
料
を
、
経
済
計
算
か
ら
採
択
し
、
此
の
経
済
計
算
は
、
ホ

フ
マ
ン
（
ｐ
｝
ｇ
冒
實
■
）
が
二
〇
年
間
に
亘
っ
て
二
個
の
、

瑞
西
の
家
族
の
家
計
簿
か
ら
得
た
も
の
で
あ
る
。
両
方
の
家
族

は
、
経
済
的
に
は
、
私
の
報
告
者
の
家
族
と
接
近
す
る
。
Ａ
と

云
う
、
一
方
の
家
族
の
戸
主
は
、
店
員
で
あ
り
、
其
の
妻
は
香

料
品
を
営
み
、
家
族
の
人
数
は
、
観
察
期
間
の
間
に
、
二
人
乃

至
六
人
に
変
動
し
た
の
で
あ
る
。
他
の
家
族
・
Ｂ
の
戸
主
は
代

用
教
員
を
勤
め
、
其
の
家
族
の
人
数
は
五
人
で
あ
る
。
私
は
次

の
様
な
比
較
数
を
、
か
か
る
比
較
が
存
す
る
一
八
八
六
年
か
ら

一
八
八
五
年
に
至
る
、
最
後
の
一
〇
年
間
か
ら
採
る
シ
」
と
に
し

た
。
平
均
の
年
支
出
は
、
此
の
時
期
に
於
い
て
は
、
Ａ
家
族
に

対
し
て
は
、
二
四
四
五
、
八
一
フ
ラ
ン
、
Ｂ
家
族
に
対
し
て
は

二
〇
三
六
、
四
五
フ
ラ
ン
の
額
と
次
っ
た
の
で
あ
る
。
是
等
の

数
字
は
、
菜
ヵ
家
の
年
平
均
支
出
（
二
四
〇
七
、
ニ
ニ
マ
ル
ク
）



よ
り
著
し
く
僅
か
で
あ
る
が
、
比
較
は
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て

は
、
殆
ど
害
さ
れ
得
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
此
の
両

方
の
、
瑞
西
の
家
族
は
、
小
さ
い
町
で
、
安
い
価
格
で
少
く
と

も
、
独
逸
の
家
族
と
生
活
の
水
準
の
同
じ
段
階
に
到
達
し
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
其
の
他
の
点
に
於
い
て
は
、
各
ヵ
の
、
か
か

る
比
較
は
、
家
計
の
実
相
の
、
唯
最
も
大
略
の
特
徴
へ
の
み
向

げ
ら
れ
得
る
こ
と
を
、
特
に
塑
言
す
る
必
要
は
な
い
。
需
要
の

範
礒
に
於
い
て
は
、
私
は
ホ
フ
マ
ソ
　
（
｝
◎
｛
旨
彗
目
）
の
形
成

に
適
合
せ
し
む
る
様
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
次
の

様
な
緒
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
却
ち
、
欲
望
の
群
団
は
、
独

逸
の
経
済
計
算
に
於
い
て
は
、
梢
カ
異
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る

故
に
、
　
「
色
カ
の
も
の
」
と
云
う
見
出
し
は
、
此
の
場
合
、
瑞

西
の
計
算
に
於
い
て
、
他
の
個
処
で
も
た
ら
さ
れ
た
で
も
あ
ろ

う
処
の
若
干
の
も
の
が
、
　
「
色
大
の
も
の
」
と
云
う
現
出
し
に

帰
属
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
然
し
、
決
定
的
の
需
要

区
域
に
対
す
る
支
出
に
は
、
殆
ど
顔
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
欲
望

の
、
主
な
る
群
団
に
対
す
る
、
全
体
の
支
出
の
百
分
率
は
、
次

の
如
く
で
あ
っ
た
。

　
　
　
消
費
地
理
研
究
の
一
側
酉
と
し
て
の
家
計
予
算
（
淡
川
）

　
一
、

二
、

三
、

四
、

五
、

六
、

七
、

八
、

九
、

一
〇
、

一
一
、

欲
望
群
団

瑞
西
の
Ａ
　
瑞
西
の
Ｂ

家
　
庭
　
　
家
　
庭

一
八
七
六
－
一
八
八
五

食
料
及
び
嗜
解
島
四
六
、

飲
物
（
家
庭

消
費
の
分
）

往
居
費

被
服
費

祭
祀
費

娯
楽
費

潜
潔
費
及
び

保
　
健
費

療
養
費
及
び

分
　
娩
費

保
険
料

税
金

其
の
他
の
費
用

（
贈
物
等
）

　
一
、

二
一
、

一
一
、

　
二
、

　
七
、

　
二
、

　
一
、

　
一
、

　
二
、

　
一
、

三二一三しプ八三一六九
四
四
、

　
一
、

二
二
、

　
九
、

　
三
、

　
三
、

　
一
、

　
二
、

　
一
、

　
七
、

　
二
、

九四
一二四七九三一五五

　
独
逸
の

家
　
庭

　
八
九
六

　
九
〇
五

三
一
、
三

　
一
、
三

二
三
、
一

　
九
、
八

　
二
、
一

　
〇
、
六

　
三
、
二

　
二
、
四

ニ
ハ
、
九

二
、
一

　
七
、
二

　
是
等
の
数
字
は
、
殆
ど
何
等
の
注
解
を
も
、
之
を
必
要
と
せ

な
い
で
あ
ろ
う
。
独
逸
の
家
庭
の
、
豊
富
に
発
展
し
た
る
保
険
、

給
養
及
び
嗜
好
物
に
対
す
る
、
そ
の
比
較
的
僅
か
の
支
出
、
「
涛

潔
及
び
体
育
」
に
対
す
る
費
用
を
強
く
強
調
す
る
に
際
し
、
「
娯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
五
（
八
五
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
五
号
）

楽
費
」
の
項
目
の
、
完
全
な
後
退
は
、
各
人
に
す
ぐ
に
目
に
っ

く
で
あ
ろ
う
。
然
る
に
、
一
方
に
於
い
て
は
、
大
低
の
、
他
の

項
目
に
於
げ
る
近
似
的
一
段
は
、
人
を
驚
か
す
で
あ
ろ
う
。
却

ち
、
包
括
的
の
含
計
項
目
に
於
い
て
、
若
干
の
差
異
が
、
す
で

に
平
準
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
例
え
ぱ
、
　
「
家
事

費
」
と
云
う
項
目
に
於
、
い
て
は
、
家
賃
、
嬢
房
及
び
照
明
に
対

す
る
支
出
が
、
含
ま
れ
て
、
い
る
の
で
あ
る
。
家
賃
だ
げ
は
、
Ａ

家
族
は
一
年
支
出
の
一
一
、
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
Ｂ
家
族
は
二
一
、

八
パ
‘
ー
セ
ン
ト
、
独
逸
の
家
族
は
一
四
パ
ー
セ
ソ
ト
を
、
夫
六

要
求
し
た
の
で
あ
る
。
個
火
の
年
計
算
に
あ
っ
て
は
、
区
別
は
、

一
層
大
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
一
八
七
六
年
よ
り
一
八
八
五
年
に

至
る
一
〇
年
の
間
に
、
家
賃
に
対
す
る
支
出
は
、
Ａ
家
族
に
対

し
て
は
全
体
の
支
出
の
九
、
六
か
ら
一
四
、
五
バ
ー
セ
ン
ト
ヘ
、

Ｂ
家
族
に
対
し
て
は
九
、
二
か
ら
一
七
、
八
パ
ー
セ
ン
ト
ヘ
、

独
逸
の
家
族
に
対
し
て
は
九
、
八
か
ら
二
一
、
七
パ
ー
セ
ン
ト

ヘ
、
夫
大
動
揺
し
た
の
で
あ
る
。
是
等
の
こ
と
を
詳
細
に
観
察

し
て
見
れ
ば
、
従
来
展
六
唯
一
の
予
算
叉
は
一
年
計
算
に
よ
っ

て
導
か
れ
た
結
論
な
る
も
の
は
、
残
酷
に
も
、
其
の
頸
を
折
る

一
三
六
（
八
五
六
）

で
あ
ろ
う
。

　
是
等
三
個
の
例
に
於
げ
る
此
例
数
は
、
或
一
定
の
所
得
が
、

当
該
人
間
階
級
に
於
げ
る
、
色
六
の
消
費
目
的
へ
、
事
実
上
、

配
布
さ
れ
る
処
の
、
．
何
等
か
の
型
を
、
標
置
せ
な
い
。
然
し
、

所
得
は
、
此
の
型
叉
は
規
範
に
応
じ
て
分
配
さ
れ
な
げ
れ
ぱ
な

ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
此
例
数
は
、
唯
可
能
性
を
与
え
る
に
過
ぎ

な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
此
の
可
能
性
は
、
千
の
、
他
の
場

合
に
は
、
個
六
の
点
で
、
少
し
も
近
似
的
に
到
達
さ
れ
な
い
の

で
あ
る
。
諾
例
の
所
属
数
を
前
提
と
す
る
時
、
人
は
、
そ
の
生

存
の
最
少
の
消
費
に
対
し
て
も
、
か
か
る
典
型
的
の
此
例
数
を

掛
酌
す
る
で
あ
ろ
う
か
否
か
、
こ
の
こ
と
は
、
甚
だ
問
題
で
あ

る
。
人
間
に
於
け
る
個
性
は
、
消
費
生
活
に
於
い
て
、
最
も
少

く
消
失
す
る
も
の
で
あ
る
。
杜
人
が
、
自
来
、
消
費
統
計
の
、

か
く
も
容
易
に
思
わ
れ
る
立
定
に
近
寄
る
に
至
っ
た
処
の
期
待

は
、
故
に
、
著
し
く
緩
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
唯
次
の
様
な
こ

と
だ
げ
は
、
之
を
認
め
得
る
で
あ
ろ
う
。
却
ち
、
消
費
の
活
動

範
囲
は
、
収
入
が
大
と
な
る
程
度
に
於
い
て
増
し
、
而
し
て
、

自
由
形
成
の
範
囲
は
、
主
と
し
て
賛
沢
品
の
領
域
に
横
わ
る
こ



と
、
之
で
あ
る
。

　
戦
後
に
於
い
て
、
他
来
の
慣
れ
た
所
得
事
惜
を
変
革
す
る
に

至
っ
た
変
動
が
、
大
ぎ
く
認
め
ら
れ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
ぬ
が
、
こ

の
こ
と
に
応
じ
て
、
此
の
変
動
が
家
計
の
消
費
両
に
及
ぽ
す
に

至
っ
た
処
の
影
響
に
も
亦
、
大
な
る
も
の
が
あ
る
。
種
ヵ
の
国

民
階
級
を
顧
慮
す
る
消
費
統
計
は
、
か
か
る
時
代
に
は
、
疑
も

な
く
、
教
う
る
処
大
な
る
も
の
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
、

こ
れ
に
は
、
此
の
統
計
が
、
信
頼
す
べ
き
経
済
計
算
の
所
属
数

に
立
脚
し
て
い
る
シ
」
と
を
、
其
の
前
提
と
せ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。

然
し
、
世
人
が
消
費
統
計
が
与
え
ね
ぱ
な
ら
ぬ
様
に
見
え
る
処

の
学
説
を
、
正
し
く
理
解
せ
ん
と
欲
す
る
か
ど
う
か
は
、
叉
別

の
問
題
で
あ
る
。

　
注
意
深
く
記
帳
さ
れ
た
家
計
簿
に
於
い
て
は
、
精
微
経
済
研

究
に
対
し
て
は
、
殆
ど
筒
汲
み
尽
さ
れ
ざ
る
資
料
が
、
埋
ま
れ

て
、
そ
の
ま
ま
眠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ヱ
ン
ゲ
ル
は
、
そ
の

最
後
の
研
究
に
於
い
て
、
か
か
る
帳
簿
の
多
数
が
利
用
に
ま
で

委
ね
ら
れ
て
お
り
、
而
し
て
、
杜
会
の
、
総
て
の
層
か
ら
の
家

族
に
つ
い
て
、
多
少
の
姜
は
あ
る
が
、
よ
く
記
帳
さ
れ
た
家
計

簿
、
計
算
簿
等
を
、
撰
媛
の
為
に
、
得
る
こ
と
が
如
何
に
し
て

可
能
で
あ
る
か
と
云
う
、
一
の
方
法
を
、
示
し
た
の
で
あ
る
。

今
日
、
彼
の
労
作
が
継
続
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
そ
の
時

期
で
は
な
い
か
。
芙
の
「
方
法
及
ぴ
披
術
」
に
つ
い
て
は
、
今

日
、
真
実
に
論
普
ら
れ
て
い
る
。

消
費
地
理
研
究
の
一
側
酉
と
し
て
の
家
計
予
算
（
淡
川
）

ニ
ニ
七
（
八
五
七
）




